
-~ .~ '‘¥ ， 

、

'

a

一四時使お慢の今閣の噂・国胸宥は-

市
街
断
…
相
対
引
…
艶
一
…
…
一
一
…
…

J
V砕
い
伊
一
一
間
一
端
部
一
払
謂
韓
日
手
荒
川
匂

f

一

月
志
川
…
…
…
山
…
…
出
…
…
…
…
山
…
ぉ
…
…
…
…
…
山
一
山
一
山
一
山
一
一
…
…
…
…
…
山
一
小
一
一
川
…
川
古
品
用
紙
刈
用
の
上
即
刻
御
申
込
一
一
続
時
諸
日
付
一
配
一
号
霊
長
山
内
消
印
四
唯
一

K
H
H
H
H
H
H
H
I
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H止

Illi--

み

を

乞

う

=

ド

ト

引

〓

i
』
=
一
、
目
時
七
月
二
日
官
曜

S
i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
-

-
E
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

訂
引
引
引
割
引
引
則
引
.
奇
書

!
2

自
午
前
十
時
1

髭
午
後
四
隙
=
而
歪
の
標
準
的
歯
科
材
料
一

日
一
今
秋
十
一
月
四
日
を
期
し
て
員

1
一
選

γ仁
詩
話
一
一
一
説
並
誌
科
大
事
一
一

i
i

一

馴
一
母
校
創
立
己
誌
丈
也
、

-
J
a
ド
話
器
一
時

j
g府
議
官
一
鴎
町
!
?
"
5一爾歪化母ヱ業株式盲枇一

圃

一

一

=

自

午

酬

間

十

-

隠

さ

O
分
1
1
定

午

=

練

式

診

ヨ

-

一
六
十
周
年
言
語
ま

9蛍
句
会

1

誌
は
ー
し
て
否
認
が
品
説
明
上
終
日
「
健
康
保
険
と
口
睦
治
療
一

;-g一
樹
科
用

h
d
材づ口
V

L

-

m

巳
小
g

量

聞

は

隣

同

静

国

開

会

副

官

-

一

=

=

-

一
コ
一
、
問
、
五

2
百
に
亘
り
多
彩
な
行
事
第
剖
劇
恥
引
引
|
一
計
諸
民
抑
一
表
彰
認
し
肝
佐
藤
義
=
一
号
表
彰
一

g

m

m

A

一石川
M
V
M

日比一

一
話
器
均
一
諸
説
室
長
話
回
一
f
i、
!

一

合

格

者

2
き
る
有
持
誤
一
ァ
1

九
円
以
江
川
後
四
問
一

i
J引弘知昨「いじ一

一
審
苦
言
誌
読
鵬
首
至
理
謡
裏
話
M

鴨
さ
れ
た
τ
f
富
手
再
の
葉
遣
す
る
宵
箇
別
プ
ロ
ツ
客
演
制
限
価
義
一
警
官
好
R
姦
商
悪
事
で
お
白
星
逗
蔽
レ
た
も
の
-
、
一
側
、
摺
靖
臨
時
盤
、
緊
雪
、
保
穆
=
白
銀
酎
鹿
三
ノ
=
-

報
一
言

Rh一第一回賀行委一れ鍔射殺一
d
s
j苔
霧
器
時
一
語
自
信
均
一
軽
討
謹
ィ

2
2
J
2バ
;
一
は
と
京
都
府
京
都
郡
盟
伐
下
y

一

省
一
六
+
思

E
1
2謀
員
曾
開
催
さ
る
一
品
語
芸
て
鍋
め
る
F
E
と
ぜ
り
尚
喜
一
a
a
佳
蹟
は
-
、
-
宝
石
一
芸
レ
5
一
時
霊
峰
、
震
建
国
忠
ロ
t
t
S
S
R
-
調
書
=
品

L
大
阪
府
大
阪
市
山
区
一

一

P
B
占

一

一

・

一

雫

積

雪

、

男

失

、

自

生

て

舛

野

=

』

y
内
航
鹿
町
四
ノ
六
六
一

時
一
議
盟
申
告
制
由
民
影
寄
島
監
川
Ui--

諒
壁
一
H
U
H守室一浩一一一円一一静六一

，
有
料
け
れ
い
電
話
翠
一
奥
村
挙
長
立
候
補
を
決
意
聴
器
幅
一
-
つ
一
一
一
主
主
工
J
悶朝一一川
0

科

一

閑

却

し

一

一

有

資

絡

者

は

向

封

ハ

ガ

キ

て

廻

絡

乞

う

一

目

立

udv{;一…
商

院

今

回

一
費
席
、
一
事
士
2
5
R
脅
家
事
蚕
S
E
で
あ
る
一
右
翼
万
-
得
か
ず
に
い
重
易
業
復
戸
空
て
z
a
一
宮
一
丈
夫
、
章
生
、
目
、
山
=
ィ
g
面
長
選
誌
の
界
4
2
誌
の
一
一

l
i
l
-
-

7
1
2
留
一
詩
す
3
一語
i

g

裏
話
忠
一
ヵ
信
手
一
誤
報
笠
ロ
ド
S
M
4
蹄
一
雪

1

京一
議

選

考

判

趨

τ

g

旬
i

土
器
守

j
同
一
摂
詩
書
択
さ
一
g
i
、

5留
一
号
需
語
、
i
a
一
機
械
材
料
の
展
覧
、

Z

一

東一
誌

官

u
U
1

川

町

網
棚
一

2

3

3

込

書

留

て

2

3

主
5
5
3
j
一
郎
内
問
句
、
3
2
2
2
-
d悶
2

3

2

一

一

一

iiJ
一二
:、

一

守

て

3
3
2
A育
-ZR置
き

-224品
交

.

=

東

京

歯

科

大

事

同

窓

曾

一

一

一

一1
?九
ま
臨

汗

R
?
?
=
ひっ-VEERか-酒専一

M
U
R
U
S
u
n
-
N
U
D
U
M
B
U
3
2
2
'
b
f
g
f
p
n
R
E
S
H
n
h
u
U
F
O
b
n
u
z
-
-

一-
ム
畿

制

整

草

野

1
一
有
資
格
者
塗
録
期
日
泊
る
一

i
i
i
i
i一
合

顕

榎

本

美

彦

一

一

~
U
J

一応
畿
一
翻
す
ハ

i
a日
本
皐
術
曾
議
曾
員
室
諒
龍
一
山
一
説
話
芸
福
崎
仰
し

L

F
3
擬
制M
M

臓
が
翌
日
開
自
本
年
十
二
月
十
日
に
改
選
百
持
政
純
一
臨
時
5

3

j

i

会

員

2

3

扇
詩
持
持
純
一

一

-
日
明
議
迦

跡

調
=
の
き

'f

一
強
鹿
島
官
事
窓
会
一
レ
な
宮
、
君
主
要
事
事
事
債
高
富
レ
・
E
z
g
g
て
い
3
1
S
S
皇
室
"
回
一
g
g
g
語
男
単
一

-
燃
綴
じ

h
制

議
=
5
3
レ
か
実
豪
語
堅
一
号
事
事
涯
は
き
貧
聾
一
る
か
も
知
れ
き
壁
一安
摩
一
言
考
一
号
レ
通
話
E
g
g
一
言
語
2
2
2
喜
一
環
S
E
E
R
警
察
一

一
丸
山

J
E
附

議

=

2

8

E
括

2
8ま
R
5
3
冨
器
器
墨
画
磁
石
撃
で
一
門
事
嚢
霊
境
遇
詰
ま
一
層
審
議
者
福
え
た
一
閃
2
一
言
福
富
塁
悪
れ
吾
し
・
2
2
レ
単
一

説

;
しご
外
省
園
開

ω

一
=
努
与
g
s
a
-
5
3
勢
貨
の
華
:
お
宅
島
2
2
2
一
つ
を
き
窓
げ
ま
ま
否
懇
話
2
に
議
一さ
れ
な
一
雲
南
q
z
g
尚
喜
一
高
官
蓬
5
2
g
一

-
7
-7一
純

一
宮
S
S
ぺ
車
会
主
演
蒼
士
華
日
ふ
た
有
E
R
a
-
Z
注
意
宅
震
露
g
一
つ
示
な
り
れ
寝
ら
な
い
・
一
民
ば
膏
な
い
・
一
る
・
一
一

ー一

勝
二

製

紙

一
一
=
要
旨
事
長
室
組
義
語
E
E
L
3
3
益
事
舞
金
一
の
一
2
》撃

;
2・
2
一
祭
主
義
習
は
さ
一
雪
量
の
翼
寄
建
一
3
3
5
2
一

館一

ゆ
一
一
閣

制

語
Z
F
5
-
図
書
も
の
一
号

d

一
軍
接
さ
れ
て
い
る
・
7
2
2
5
器
の
一
月

-Z建
設
寺
第
一
耐
震
の
g
震
に
き
一
意
g
品
宵
君
主
伶
-

-

v
?
j
t
f通
臼

悶

…d
=
《ハ

V
語
録
'
s
a
回
一
号
室
岳
略
ぞ
明
歳
で
き
さ
鍍
一
円
否
両
会
警
官
華
街
語
豊
麗
泊
朝
』
で
あ
っ
f
1
E
磁
文
裂
は
一
の
香
努
は
同
宍
李
芸
…第
一
る
・
6
2
E
脅
蒼
葡
盆
民
主
の
た

一

三一
J
J
J
J
J
i
J
v
p
J
J

ヘパい¥一

-

2

語
、
事
宅
福
宮
妥
一
踊
量
穿
購
買
-
S
一
漫
に
よ
っ
て
脅
さ
れ
語
2
一
m
堅
持
つ
だ
需
要
は
学
事
さ
い
・
一
置
に
梨
両
ず
る
壊
、
章
一
音
信
レ
建
a
g
g

υ-
・1
、
v

i

日へ

J

ζ
一伺盛
P込
書
蛮
融
量
生
量
語
き
た
示
会
主
の
肉
体
で
あ
3
2
2
わ
か
一
纏
睦
福
奇
雪
量
匡
一
F
盗
畳
間
宅
官
護
霊
祭
一
の
韻
脅
さ
め
便
利
A
V
E
R
m
Z
ヒ
火
薬
誌
を
子
会

-
p.
2

3
日
。

一
一
安
、
お
甑
園
芸
位
駈
富
重
吉
温
風
唱
閣
の
密
み
お
臨
一
慰
霊
禦
り
内
在
宇
一定詰一のある入、きいは部
.Z
M仙
一種
主
罰
金
書
巴
よ
っ
て
利
笠
宮
語
、
m
a
a
g
E
V
L
嘆
崩
事
b
自
実
曾
で
き
良

一
-

t

6

‘
-
ず
需
撃
事
お
君
臨
震
一
盗
事
と
君
、
富

Za何
一
関
と
レ
f
d
g
華
街
り
一
g
a
p
民
主
要
を
き
一
君
患
付
与
き
・
一
答
え
る
8
3
E
・
ず
き
ま
考

叫

- . 



-
弓
関
奇
翠
お
露
雪
国
-
問
穂
夜
一
宮
一
さ
せ
て
m

t

-

m
幽閉の
n

・2
緩
慢
揺
宇
一
識
の
掴
2
E
F吾
、
懇
で
一
と
溺
れ
一

区

生

石

炭

酸

と

樟

騎

ご

の

混

合

比

に

よ

る

凝

一

さ

一

生

呈

一

例

3要
2
3
7ド
12u?特
集
決議
一

5員、
E23t誇る一
5
g議
案
い
き
弓
一

幻
訪
…
閲
鈷
並
び
に
潔
潤
鮪
の
測
定
と
雨
者
の
一

i

i
一第一

O
二

回

一

関

パ

ヴ

詰

泣

句

成

品

目

議

実
え
一

住

民

持

続

T
Y
R
E
5一

恒
F
h
h

一
弓
謹
踏
切
断
層
義
一
東
京
歯
科
大
事
皐
倉
一
、

U

、

一

一

一

一

錦

之

混

合

欣

態

に

つ

い

て

一

g
a

一
委
主
脅

S
重一一

F
F、次
Lag-慢
す
る
に
集
努
語
草
P
一灘、富だらレめね
ばなら

812

一

J27v

-
一

塁

盗

建

震

一

一

Y
D
B語、
2
2
2
6量
レ
て
い
る
官
、
=
一

e
E
U
L宮
書
長
一
丸
、
警
告
は
さ
-
震
一

日
東
京
歯
科
大
時
理
暗
室
喜
景
一
回

2
3日
目
白
翠
諮
括
原
…
鶴
間
純
一
指
れ
い
一
料
将
司
い
弘
前
議

z
一

6

浦

河

藤

章

二

一

号

持

時

間

刊

同

一

情

緒

博

3
i
g
-
-
3
2
ω
一

74aygaR一つだ
8
2
2し
季
、
一
容
認
を
実
告
を
一

年

一

荒

弁

賢

二

!
l
i
l
i
-
-
一
常
時
抑
射
殺
一
銭
時
日
時
間
一
時
間
約
時
盟
。
鰐
ド
、
!
一

ぉ
一
フ
エ
ノ

0
3ル【キ
E
g
g
-
-つ喜一フエ
-Z宕霊

-
i一
曾

員

随

想

一

g・
童
話
っ

i
・一

p
z
i
i一
員
主
主
あ
っ
た

i
z
;
一

昭
一
幻
長
持
将
一
町
長
悦
司
法
一
長
U
U
1
5一
「
歯
と
幾
裳
」
百
訪
問
時
計
一
刊
誌
料
開
校
一
し

γ十
刷
一
。
討
議
日
刀
…
J

Z
S
Bで
あ
る
か
に
つ
一
去
る
究
車
両
携
居
留
一

I
l
l
1
1
1
一
『
歯
の
衛
生
も
新
し
い
世
受
信
答
へ
て
一
員
般
に
写
る
は
轟
上
一
・
き
と
い
皐
宗
い
識
が
一

2
8
奇
二
v

一
ozE倉
11章、
芸
一

一
時
間
長
引
一
持
続
註
第
一
O

一
回
一
五
十
鈴
会
森
山
徳
長
一
対
袋
詰
一
器
製
油
一
号
首
長
時

i
一

一潤

e
g
a
y
a
-
-
i
z罪
一
東
京
歯
和
夫
皐
一

n
g
g干
の

g-85レ
3
1
2、
4
1
1郎君
"
、

3
8
4
-、強い舗は
2
2か
一
戸

l
i
l
-

-
5
2曲g
S除
去
樹
一
塁
菌
室
υ
孟

保

存

つ

一

一

司

会

湾

S
Sさ
に
附
一
〈
レ
高
じ
い
自
暴
露
一
筒
、
与
お

r;告
も

の

一

白

環

器

芸

事

ぎ

で

は

あ

一

ら

一

一

一
で
君
主
?
い
こ
だ
(
塑
一
思
嘗
ラ
エ
ノ
t

凡
安
一
畢
富
一
加
え
て
冨
の
里
会
レ
い
賢
一
議
と
い
を
あ
宅
一

5
3
f
g
f
g
B・
3
5
2一
2
3官
民
良
い
勇
一
第
一

O
三
回
一

一

一

フ

告

書

-
2
5
7
8
2
3、午一へ
5
3き
JB一私
2障の
nE脅
小

宮

JEEP31313露
出
系
一
一

-
i
s恵
子
一
東
京
歯
科
大
撃
一

一
努
事
冨
巳

E
E一
覇
軍

gm窓
生
後

-tgzgz一
レ
い
国
へ
と
い
長
信
号
一
義
援
、
男
・
5
g皇
5
3
2腎
安
易
で
あ
り
、
ま
躍
の
雲
へ
一

q
aぐ
丈
高
い
で
突
事
ロ
一
'
世
一

宮
古
議
事
震
で
、
天
慣
の
一
足
音
量
主
号
、
一
れ
語
-o-
留
意
大
喜
一
は
慰
安
と
レ
実
在
高
章
一
き
て
円
盤
言
、
昔
、
言

5
5曹
議
室
長
掴

E
g忠
夫

一

ド

ロ

に

一

々

曾

一

{
一
フ
ェ
イ
ル
号
越

'a落
。
一
層
窃
宅
事
習
な
っ
起
一

5
8態
語
露
で
き
一
理
費
義
理
程
な
、詰
留
零
n
意

趣

霊
1

・
7

直に事ているとい

2S一e
い
の
で
き
・
一
気
、
い
つ

5
日
疑
事
主
な
お
菌
室
雪
国
憲
大
一

量
一
爵
語
記
長
員
し
玄
関
-E
誌
が
謂
患
っ
一
持
品
に
も
売
の
銅
賞

m省
一

塁

手

弓

一

5・m
壇
場
め
器
、
警
一
号

5

一

管

民

意

韓

基

為

一

号

一

2
2
2
5円高
u
u一

司
一

3
ル
は
干
テ
ル
電
電
話

a豊富
と
レ
弓
一
で
研
究
窃
事
げ
わ
れ
た
一

nE一
続
、
京
協
に
き
一
露
に
つ
い
て
少
主
家
宅
一

gggL722L語
塁
手

-E馬一六、
E謀
、
司
突
入

a一毎回よ
A
2
一

a
p
-
鍋
さ
せ
た
も
の
で
、
震
は
-
究
主
主
貴
重
僚
と
誌
は
胤
な
る
一
1
r
-
F
h
J
h
J
U
J
h
P
a
u
-
u
h
J
h
J
h
J
h
J
h
J
h
J
E
u
-
h
J
h
J
h
J
a
q
J
r
q
r
H
J
h
E
J
E
U
-
h
I

一

風こ
c
、フェイル院無傷的カルシ一

mg車事のでなど
a
gき
一

一

レ

て

い

る

説

話

三

露

両に
と
あ
っ
た
り
さ
・
何
と
は
な
く
な
っ
か
百
指
の
た
め
に
大
い
伝
固
定
ま
で
の
努

a語
、
さ
望。
の一について、東・隠筒務長に一

川
町
野
詳
d
話
時
刊
誌
一
皐
界
見
聞
記
一
M
持
銭
的
一
お
号
制
限
経
一
こ
話
題
?
一
時
一
る
お
長
時
一
世
間
日
開
設
一

-

-

-

-

一

れ

だ

ω
来
年
第
wm

でH
本際若総一
1

・

一

一

一

日
一
儲
耕
一
削
指
印
一
器
問
…
…
一
問
機
・
一
時
期
盟
組
問
削
純
一
一

貫

4・8容
量
乃
な
い
き
一
実

-
Z契

7
3一
芸

鱒

で

き

・

一

・

.

一

総

会

に

そ

5
2
3一
室
空
語
、
自
き
冨
去
、
空
患
の
ゆ
門小説一

則
禁
持
制
鈴
一
ド
締
結
持
ね
一
第
廿
七
回
生
理
撃
曾
一
日
本
病
理
皐
曾
見
聞
記
一
訪
問
総
長
M

一喝
i
i
-一
お
お
説
話

j

門
事
荷
量
図

:
f

一
T
9定
溜
ま
さ
き

8
2
2
F
i
一
償
援
言
明
大
、

R
3
2尽
き
留
さ
れ
だ
助
一
第
二
三
回
日
本
細
菌
曲
学
舎
総
曾
一
努
人
事
事
警
の
舗

P9

f

Jqi一日
J

一γi

一

-gp凶
暴
露
嵐
要
一

72ち
て
い
容
署
長
一

g
f
i
s
a吾
容
君
主
主
審
問
昔
、
宏
、
宮
警
交
の

2
2
8ゎ
一
襲
警
告
を
闘
し
話
相
民

;
一

J'j
j
/れ
て

Jflir
-
-
z
i
g裂
の
簡
考
古
ま
っ
て
い
る
安
一

E踊
っ
て
窓
京
、
富
一
亀
高
れ
て
訟
は
、
妻

a
F
3
5員
火
器
一

2
8
gであ
っ
た
一
ず
る
袈

g
g
-つであ

一リ

n
u
r
-
-J
j
l
l
L
一

2に
需

a
j
g一がす
;
4
3
3一，
g
仰におい

i
A
E製
薬

g
iゎ
E
i
i
i一
2
2
1ストレプ一つ
2円
p
r
j

一
だ
ま
忠
た
ん

J433hruv二
-
J
-
i
i一
自
筆

t
i
-
-開
1
5
5一れきだ
ω

撃

i
z
i一トマイ安門
-S?一
語
盗
容
て
い
ら
れ
を
あ

一一一

h
d
n
z
y
q
FM
h一γ
一

r
i
i
i堤
富

言

勢

調

福

一

レ

弓

一

g号
、

27g審
議
実
習
を
袋
、
事
君
!
っ
て
一
る
話
均
点
差
き
ま

一J¥J41
U
U11へ
と

一
て
の
筒
レ
選
考

I
7
8
2起
き
一
官
官
、

2
か
き
す
建
鈴
木
、
婦
、
主
建

g
-
g
g敏
一
覧
竺
思
す
き
を
い
っ
百
五
、

i
q寝泊

川

VIli--
jJat-dJV一二一
2
6慣
習
に
き
、
そ

5
5
3挙
一
員
議
員
室

g一
雲
会
事
政
菱
自
レ

E
S
E、
自
由
議
案
、
?
受
ト
一

i
き
極
左

j
i
i
i
4
1ト
一
，
『
一
覧
申
告
舗
で
き
包
一

i
統につい

8
5一
i

j
か
昆
罰
禁
、
同
時
去
は

i
一が、

2
-
2
3一
許
認
%
程
一

ggag--回

1
1
1
1

1
コ
一
二
ご

-J
t
-
一
直
障
室
の

552-E・
g-員
は
趣
旨
a一
で
者
き
ち
一
宅

3
8
2盟
挫
す
縦
望
書
盆
治
療
の
信
一
一
円
覇
軍
慎
重
安
協
し
た

一

一
号
で
智
か
ら

-gれ
て
容
れ
謀
長

2終
か
一
委
事
実
富
盛
笥
一

$
5
2
2
8
2品
レ
宍

Ass-に
凶
て
い
る
の
同
慢
の
械
を
哲
一
弾

2
2
a
i

f
j
f

，
こ盟
5
s
i
k
aレ
Fig--22岩
重
要
奨

g一糧需磁器副
B
a
t
e毒
2
3
一
辺
読
む
よ
む
!
?
;

j
d
H
/ヴ
一
層
安
易
自
室
長
一
警

ggとそ
2
2一
g
g房
盟
実
、
一

1
i
g舗を一
2
、

E否
定
ょ
っ
一
僚
の
要
員

-S

一
盛
寝
室
王
寺
義
ぎ

j
u
J力
一
毒
薬
害
て
本
案
提
革
一
号
っ
た
“
思
議
行
R
一
種
襲
詔

z
i一
号
語
訳
通
告
護
協
一
て
恕
さ
れ

i
a
H一
8
2製
品
、
喜
一
れ
ミ
華
街
義
雪
面

々
ハ
三
一
側
レ
言
、
考
警
は
鱒

-sE手
記
設
会
事
喜
一
が
仰
ぎ
れ
、

SHき
一
一
Z
章・

2重
い
た
レ
ま
レ
た
安
望
書
S
Z

一大

55-っ
g
p
i
g
s々な
内
実
需
に
よ

l
i
1
¥
さ
ん
一
の
み
レ
か
聞
か
な
か
っ
安
芸
一

3
2
3
.雲
間
一
主
面
と
い
長
の
宮
製
話
両
面
議
費
削
型
塁
盗
容
怖
に
首
さ
れ
だ
す
マ
一
の
宅
想
録
テ
t

マ
患
と
一
品
会
話
っ
た
家
信
し
て
覇

。HH
u
-
-
-
-
l
i
l
l
τ
一
二
究
々
は
、
努
袋
慰
霊
一

2な
る
望
号
、
恩
つ
笠
P
試伊良、

Z器
、
旦
の
ご
つ
の
み
で
、
い
さ
去
さ
を
一
時

2
9手ノ
g刀
兵
穴
場

2一
つ
で
あ
芝
生

2
5
3科
の
首

1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
LU

一
納
踊
に
つ
い
事
‘
嬰

E
一面・

5
誌
の
器
切
に
は
一
卵
、
語
、
建
虫
歯
な
と
一
安
器
、
軍
密
密
現
が
、
一
議
誕

a
aとい
っ
義
一
わ
忠
言
崩
ず
る
極
的
要
一
努
鑓
か
‘
誌
言
問
の
-
伺
心

::22Mリリ
W

4

8

:

一
程
襲
の
軍

Eの
理
策
一
号
提
示
る
の
み
で
き
・

5
F
E
R
5
2
2す
ま
覇
の
も
の
で
あ
っ
た
た
主
で
あ
り
、
期
間
襲
番
電
一
室
思
議
レ
、
m
軽
量
一
宮
省
馬
要
望
書
り
て

『

11轟血

-

-

-

-

-

1

から阿

5
1
2
m尚
一
の
捕
匡
善
寺
毛

gm-ZS嵯
君
主
デ
マ
手
t

喜
首
か
っ
き

Z長
一
き
興
需
襲
掘
削
夢

T
一門的

a
s
a
g
h
g養
手
突
路
面

，.. 
〆

母
校
創
立

六
十
周
年
記
念

論

文

募

集

我
が
同
窓
材闘
は
母
校
創
立
六
十
州
年

を
蹴
賀
し
記
念
事
業
と
し
て
成
〈
脅
封

よ
り
串
術
論
文
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

つ
に迫

而
詳
細
は
次
続
k
a
官
表
さ
れ
る
が

現
在
決
定
し
て
い
各
事
項
は
左
の
如
き

も
の
で
あ
る

一
、
募
集
論
文
は
歯
科
畢
全
般
K
闘

す
る
も
の

二
、
論
文
審
査
は
こ
れ
を
母
校
授
教

合
に
委
鳴
す
る

=
一
、
賂
募
論
文
中
鋭
秀
な
も
の
は
泊

科
皐
報
い
摘
載
す
る

問
、
廠
募
者
金
員
に
針
し
記
念
品
を

。
基
し
健
秀
論
文
民
針
し
て
は
授
賞

する

L
-
ヤ
J
h
右

豆
、
限
募
論
文
の
締
切
期
日
は
附
和

二
十
六
年
三
月
末
日

常
う
て
脅
員
積
氏
の
雌
募
せ
ら
れ
ん
こ

と
を
切
望
す
る
・次
第
で
ゐ
u

匂

1 1 I 



. 
節目畿

口
腔
衛
生
週
間
を
岡
4

顧
し
て

M
M

向
日
持
問
同
窓
各
位
二
議
持
続
投
-

E

R

M

明
器
良
一
控
訴
話
民
一
待
望
の
歯
科
場
報
誌
!

!

j

f

j

中
村
)
保
夫
話
語
読
口
腔
解
剖
ま
重
一
軒
持
続
一
一
間
一
一
割
持
品
川
持
続
料
純
一
持
続
a
z
一
。
同
窓

i
1
1
1
2待つ。

-

-

h

g

の

摂

喜

レ

て

/れ
る
か
ら
の
お
願
い
一
8
3
2
B
一
窓
昔
、
明
言
問
事
一
の
長
て
3
5
灸
程
一
ず
る
点
請
す
る
一
久
レ
i
p
t
o
-
-
S
裂
の
-
T
い点、
会

55って、需の習一刀で躍の
V

寄
っ
完
備
室
一
課
君
主
-
a
v
g
自
一
2
2
茶
話
に
は
g
一
m
g
m
と
レ
て
言
語
さ
一
事
語
以
2
、
問
主
一
例
胸
痛
患
言
語
の
治
一
一
る
背
高
レ
て
一
語
石
川一望して、われ
れの刊の
話

円器体現せ
ポつ
5
4
9
5
2
奇
襲
な
T
S
3
3
2
2
ち
目
は
議
事
詰
議
室
久
一
れ
3
に
な
り
ま
と
つ
き
ま
と
=
高
揺
さ
、
g胃豆

Z塗
3
2
袋
一
2
v
m
踏
の
3
一
を
陶
器
ず
，
E

に益した-i表明肉強己して
，-

g
旬
に
な
っ
て
お
Z
S
一
3
j
g
g翌
2
一
運
輸
と
え
3
5
一
言
指
定
害
警
豪
-
一
E
E
5
5
3
一
目
撃
-
、
開
会
耳
目
一
信
じ
て
い
る
毒
事
の
義
思
要
国
z
o
d
e
-
g
な
い
害
事
ゐ
・

が
努
員
長
・
3
一
R
E
F
E
R
-
3
2
2
2
t
泣
き
5
j
一
円
g
i
p
s
一
2
4
3
歩
し
で
宣
言
、
開
会
望
号
、
同
九
一
5
2懲
24ど一
M

で認と一
C
M

高
関
i
g
-
-
5
3
2
3
と
レ
る
い

の許の事室長、忘一世話造容つい菌g一=ミ奏2、委主一一言-弱含なが3え一32需の君主っ一いもの語レて22い喜一im--、開+-zm一存続安積測に副長一茂吉ロ23一たるE412患の
iiに、いかに窓レだかについて

せわレ幹事してき・やすきたいき管害訴一
0
1

宮
同
需
の
患
が
侵
害
、
一
義
援
の
5
4
患
者
』
一
五
占
著
書
号
式
一
一
m
-
健
闘
/
流
通
-
Z
一
る
、
?
を
2
3
、
一

pi項
目
高
ず
る
一
R
i
i
zぃ.

2
5
3
2
i
Z
E
・
g
-
2
一
九
会
ち
て
い
弓
一
の
H
i
i
p
一
流
岐
路
一
望
誌
は
は
訪
れ
臼
一
2
i
s
z
E
一
g
i
i
ι
τ
会

i
v
z
一
ち
て
一
g
g
ぐ
S

だ々3mmυい畑氏となg

の盗塁留がとrZ、膏創的俊樹覇軍
L
U
G
S州眠
り
も
り
が
智
恵
に
一
男
、
き
2
E
準
君
事
一
一
」
3
2
3
フ
直
結
一
手
と
泉
聾
道
路
福
建
一
書
簡
を
有
喜
一
局
長
留
に
つ
い
て
、
つ
ら
つ
ら
お
も
ん
み
る
に
、
5
喜
一へい

設

計

設

立

競

税

制

時

一

接

持

山

岳

控

室

長

官

官

明

」

内

装

紅

一

長

話

一

hob-
一
訪
日
経
一
i
z
i
i

なってレ怠つ有一円鼎響t長にあてき一い会事「議レ忽
'左

京

一

一

一

g

阿
君
臨
f
z
一
一
塁
は
損
害
g
g
-
S
R
、
5・
5
2
5
3
の
情
2
3一字通

路
踏
襲
れ
謀
議
室
刊
誌
刊
誌
摂
悦
…
錦
町
村
れ
詩
率
一
位
受
領
者
紹
介
一
時
諸
豆
諸
持
締
結
一
野
島
刊
誌
否
認
一
告
白
抑
制
奈
川

持

母

謀

長

野

将

棋

一

建

謀

議

長

話

一

(

其

の

十

一

)

言

語

h

一
締
約
ね
終
盤
拡
駐
日
訪
れ
す
-
E
S
E
-
zこ

忠
信
委
主
量
制
の
一
患
に
つ
い
逗
主
主
・
一
3
5
〈
、
き
い
舗
凶
器
一
号
ず
を
あ
宅
金
h
a
-
-
氏
、
5
2
2
2
一
審
郎
通
話
理
一
成
自
製
語
S
F
u
一
援
す
る
一
定
-
2
5
6
5
a
な
も
の
降
、
g
Z
5
過
し

き綬問題とじ宅麦、一望書-Hg宍習の一男ヱチ多率、定貸しい一塁側三官接容量一加藤窟三君一言き・8E患剣一【需要】語習g一るものに逼K5舗はむレ一同毎月努践におい之さrgg誌のもの5語意ては，
niてお

き号ねばなら雇一司祭器曹国語総量は一彼書誌とな議件かえまで礎票替の努力一jti
s
-
z
a
5
2
2
一
割
問
題
慰
安
一
線
に
尚
喜
一
語
賠
FJ濯
Zるべき一の認に高める
J

れ主要のmg一28であった
P

涯を奈てはならないs

j
i
E
g
i
s
-
g
〈
;
g
か
一
E
S
e
i
-
露
メ
詰
一
5
2
2
、
間
十
九
作
一
z

つ
、
!
?
よ
長
7
z
j
i
一
2
5
3
は
3
5
2
2
i

5
5
3
是
す
き
を
き
で
震
レ
宍
一
i
i
z
-
-
弓
奇
襲
男
望
小
学
専
m
雨
関
p
i
Z
S
F
1
5
喜
一
円
剛
言
語
一
盛
e
g
g
s
-
一
2
、
2
一
5
3
3
盟
で
は
な
く
、
品
い
飼
料
に
は
っ
て
、
縄

長
談
開
臼
一
堅
持
問
諮
問
詩
民
一
刊
誌
民
間
半
諸
島
踏
襲
軽
量
制
限
河
川
一
本
間
違
喜
一
!
?
品
品
川
刊
誌
い
諮
問
怒
訪

日
認
詩
料
品
一
が
れ
詩
足
時
一
誤
認
諾
註
謀
長
時
一
m
i
j
L
i
g
-
-
言
明
す
る
家
で
露
骨
開
制
誌
一
話
一
つ
い
て
一
引
刊
誌
訪
問
諸
説
置
に
ぎ

i
に
お
け
る
2
3
一
れ
に
E
E
i
s
一
R
2
5
=
一
設
に
E
E
3
一
d
n
m
z
、
妻
は
ヨ
締
結
れ
れ
が
刊
誌
一
湖
沼
利
i
一
語
審
s
t
一
2
5
2
の
d
i
z
-
-

棋は詩
m
時
一
日
一
泊
い
持
組
一
語
担
問
笠
詰
鮮
訪
日
一
E
S
括
的
5
に
向
占
損
害
器
、
g
-
玄
関
器
製
5
2
一

L
院
長
五
韓
日
程
A

一
山
花
れ
が
総
長
一
詰
訪
れ

一
一
・
t
一
一
す
事
g
e
E
一
主
義
語
辞
し
き
富
一
3
2
・
警
察
盆
々
一
-
K
2
2
5
2
5
で
き
語
よ
り
引
一
号
?
な
託
ば
な
ら
な
い
・

邸
主
、
2
8
き
一
番
レ
5
3
局
長
一
て
あ
5
1
廃
合
間
一
足
P
審議毎語、
3
き
で
あ
る
・
一
言
5
、
以
器
製
薬
一
2
2
3
ず
る
義
一
一
一
一
5
2
8
a
の
g
i
d
-
c

語
辞
話
存
続
超
能
一
詩
吟
豆
諸
禁
制
経
.
5
5
6
八
一
い
い
わ
日
1
8
議
ら
れ
た
一
幹
一
ド
銭
諮
問
刊
一
4

材
料
一
時
建
設
現
時
五
霊
前
哨

SEになっ%2レ一獲量援事蕗空訴さ一弓銭安定義につい蕗〈、5系椀
T
z
g
で
で
一
2
7
4
臨
鑑
諜
善
一
一
一
g
馬
要
援
軍
指
標
一
語
慰
霊
Z
も
の
で
乞
2
2
・
れ
ら
の
刊
雲
R
S
な
い
・
る
震
に
お
い
て
受

い震にありなが主陸自
-u

量
5
5
8
郎
の
一
1

当
事
-
も
す
れ
ば
崎
告
に
つ
E
L
努
詩
的
現
ま
警
の
協
一
言
、
き
わ
め
妥
7
2
一
思
慰
霊
は
E
2
と
レ
て
一
に
て
奇
襲
在
学
レ
さ
一
±
一
一
位
認
っ
て
わ
が
誌
の
捻
混
と
な
り
震
Z
Q
B一年器

間
一
時
献
協
議
諮
問
題
諮
問
…
諮
問
商
事
臨
ん
聴
器
一
議
許
制
…
引

回
一
語
れ
れ
括
的
一
と
き
・
郡
山
村
山
山
内
有
一
蹴
抑
制
山
信
号

8
3一
一
号
の
g
i
s
t
に
つ
い
て
一

23EuuF

蘭
一
!
?
思
議
に
一
i
i
岳
よ
い
か
な
る
?
脅
す
一
費
?
、
2
娼
鹿
野
詩
話
一
i
j
g
一
ー
鉱
山
碍
i
一
一
報
一
言
語
紙
切
M
M
2
3

れるのでは

編
一
存
韮
需
の
高
司
み
な
g
一
度
属
議
g
g
p
g
.
-
g
E
E
革
命
孟
釈
放
一
突
き
警
告
g
m
の
一
一
号
れ
幹
事
務
事
句
白
一
ー
一

開
一
g
i
-
?
い
ま
す
に
F
i
j
暴
力
2
2
5
す
ま
で
一
塁
レ
5
2
1
一
緒
i
一
i
i
!
一
仁
1
3
2
一
申
込
先
蹴
京
歯
科
大
事
出
版
部

劇
一
語
録
U
民
訴
詰
詩
-
日
経
同
問
題
村
長
終
日
刊
誌
一
宅
積
雪
一
能
笥
『
合
室
げ
一
2
6
2
一

¥一
一む
街
翠
報
編
集
係

門

一

一

一

b

l

電
子
悶
礎
的
ぎ
る
祭
主
一
富
山
崎
に
容
量
援
護
一
1
1
1
1
1
1
1

E

一であっ591ん大台一安誌の男委i間的巌準ずるおであっ
Z
一
つ
べ
き
も
2
・
;
旨
一
色
調
密
造
a
E
S
E
E
の
2
8
a
s
z
B
一
;
川
1
1
1
1

〈
2
3
・
8
を
れ
る
す
S
E翼
T
2
3
す
で
ね
白
は
3
P
3
一
ま
ら
会
話
ハ
喜
一
回
一
E
F
2
3
一
g
附
属
し
た
&
の
で
あ
る
一
筋
に
S
S
R
-
同
窓
了
氏
名
位
に
告
ぐ
7
・

圏一部、F2aEいのもマg・

τい
て
も
お
き
倉
持
一
関
口
和
夫
君
一
世
一
一車
協
の
震
に
つ
い
ー
は
あ
一
ぁ
=
一

4

4

4A
l
 

潤
一
口
付
刊
誌
一
γ
民
間
開
何
時
石
川
一
一
品
川
内
政
一
E
S
E
-
g
一
M

M

錯
す
と
一
終
結
は
尚
一
8
i
i
一
毎
オ
こ
川
乍
一
口
川
河
川
未
納
の
方
は
豆

諸

践

持

賢

一

説

話

河

川

r訪
れ
れ
一
団
立
一
言
語
一
持
m
E
r
i
n
清
一
日

;
r
T
1
2
3
2

繍

7
m
f
i
t
、
7
・
1
い
言
し
い
高
一
育
器
産
品
察
に
あ

E
Eる
間
十
件
以
一
説
、
3
2
2
一
語
的
に
認
?
と
に
も
一
環
器
宅
内
慢
す

'iしてむります、作成都政決定

勝一
一認による海、-E慢でとであったが章治との信義一たられ妻
、の5524患者会長五語、一によるgaRるある、一依るで君主義の器に一aB322一の必要上前以って仰・叩レ苧ゆ闘えれば

V
Z
開
設
警
告
さ
認
す
川
と
し
て
m
E
会
4
2
3
a
で
は
で
き
一
主
π
E
愛
さ
れ
た
一
W
2
2
E
E
る
す
の
笠
遣
を
興
に
す
る
た
め
と
も
一
ま
な
い
以
上
一
辛
抱
で
す

一円公費島町謀、説、一察待問題一段じ一ない・

・
一
た
・
趨
レ
ん
で
お
耐
い
す
る
・
際
立
回
寝
泉
闘
は
炎
寵
納
則
持
が
一
世
れ
ゐ
一

か
・一罫語、vdゑ
E
g
g
-
、
む
隊
長
里
山
'二問主主管議長附の一区間愉次長の似ぐでき・一側めて怒で行側38伝一よって続検事抗告の協審理
d

一債格その他次第に稜表の珠山必

贋

東京.歯科大患同窓奮報

1
1
1
1
;
1
3
;
t
!
 
b
 

i

-

-

1

・
ee

t

:
1



'
r
h
z
s
Z
3

一2apJ
雨
量
川
2
8
9
惑
い
て
の
壁
崩
一
集
弱
、
使
命
減
、
g
」
裂
を
の
懇
話
い
示
一
レ
宅

、
一・58gで手議一直してい?£て、立」一
5
3

ニシキ

各
地
問
容
の
一
i
?
?
i
一
i
g
し
、
言
語
一
3
、
間
割
高
H
曹
三
き
5
3
2
一
き
も
2
2
0
2
一
，Z
R
・
一
の
械
に

SL震
F
E
u
一
者
総
を
診
る
日
陶
機
製
品
!

J
J
1
1
1
1
-
4
1
一
聴
会
を
似
事
に
ワ
舎
御
め
ま
り
南
関
で
棋
は
・
・
乱
訪
問
、
は
て
一
割
8
.
十慰
輔問、外出品、大一白ろか急百撃Mめてや鈴一品氷雪忠告家主主一
-接
ご覧議は判明続器士い山岡崎肌と密に踏
ι

ゐ憶の
日前
一O-
一シキハンドピ1J人

う
と
き
す
て
諸
宗
明
付
属
に
一
し
な
g
g
い
て
を
・
午
前
二
妻
、

B-、
賢
建
山
一
惑
レ
だ
い
・
つ
い
で
に
の
誌
も
れ
ば
替
す
・
一
議
員
い
い
だ
レ
手
-
F
2
、
2
2
3
一
∞
一
一
主
総
J
Z
Ff

t

p
、

a、一附する誤あり火いに射線程一裂はてて、-mg慌に、一日仰次郎べ諜誌、白壁、一程あれば納賢策レ
いナ
・
一
慢
の
留
要
事
手
・
一
、
一

1

、
一、一ー

一

t

i

-

-

一
牲
に
-
Z
E
E
要
時
忠
一
磁
器
、
里
、
g似
-
L

襲
安
身
関
口
部
主
主
一
室
生
b

づ
み
合
々
一
議
L
長
レ
P
F
手
一
日
本
蹴
科
機
材
株
式
合
枇

古

川

来

日

一

括

郡

山

一

拍

車

…

一

出

抑

制

部

川

一

」

対

話

一

語

訳

語

わ

一

一

層

の

抽

出

国

一

引

医

師

M

一
て
5
3
j
だ
け
ば
一
語
っ
た

.
一向
だり
民
営
悪
ら
ず
富
一
g
E
g.附
の
き
品
育
長
援
、
現
空
、
盟
一
合
b

知
ら
せ
一
g
語
大
暴
行
さ
れ
ま
、
と
き
っ
系
京
、
開
比
率
福
一
・
一
ク
一一支え
t

アよ

iui'

一
巻
善
z
g
z
一
総
会
員
息
苦
却
系
一
い
め
い
の
巾
に
語
騒
音
m
t
一
括
的
揺
る
ぎ
る
g
一
府
、
局
員
丸
山
語
、
木
村
一
室
百
円
母
校
額
六
十
一
長
会
後
、
最
高
に
一
語
R
E
a
g
・
一
警
の
首
長
い
て
は
作
室
内
二
勢
仔
努
竺
誌

一
妥
で
い
あ
交
換
5
互
選
し
た
と
れ
か
広
岡
努
制
定
一
た
一
究
室
思
誇
大
で
あ
っ
た
一
史
、
思
笛
・
3
5阜
県

S
S
3
2
一
育
長
。
作
品
会
、
人
忠
一
さ
て
g
f
a
p
g
言
語
制
伎
の
り
貨
の
訓
話
一
例
扮
パ
ト
尚
子
一
九
[館山内
刑判、

一
を
お
一
員
拐
容
択
、
と
一
ょ
っ
塁
足
首
g
L
2
5
2
g
g
一
郎
躍
の
絡
会
績
に
安
易
問
一
時
中
昔
、
目
指
、
下
説
7
3
3
の
で
、
r

れ
を
と
り
ま
、
E
S
E
-
字
百
一
=
4
5
H
H
間
忠
一
読
て
評
定
暴
レ
M
E
一
九
州
諜
院
佐
川
沼
罰
金
一
ov

一れではいけない、阿52一京会会ないで雪米一

g

一
室
経
-
な
昔
、
2
2
採
決
、
南
費
室
長
、
宇
一
定
寄
宙
実
雲
と
はつ
系
一
誤
認
さ
加
入て
苦
手
一
念
頭
少
を
躍
す
る
F
E
E
τ
手
。
一
小
関
僧
斜
凋
四

一
員
と
は
館
長
つ
い
て
い
亙
S
3
7
y
j
一
理
、
w
g
、
E
z
-
-
つ
の
的
純
で
あ
っ
た
一
器
、
益
面
、
3
、
2
5
5
、
5
3
4
焔
一
3
2
言
語
・
け
せ
す
い
て
宮
両
審
議
と
の
一
語
、
3山ハ
十
慰
謝
式
一
3
3
目
的
フ
八

一
2
一
い
は
同
っ
て
き
2
人
事
一
話
、
府
警
、
義
一
=
、
罪
一
誌
の
話
、
問
怨
の
御
議
議
一
君
、
a
i
z
、
一
壁
崩
E
S
E
-
g
て
き
れ
、
寝
室
長
船
で
あ
る
か
ら
、
g
i
g
F
設
設
さ
ん
を
「

l
i
l
-
-
M
U日じ

一
Z
除
電
器
号
福
一
っ
た
一
壁
、
護
軍
、
器
産
、
入
一
q
m
府
議
誘
導
3
2
g
、
喜
一
ふ
あ
っ
て

R
s・
-e
、
-
夏
、
十
れ
の
暴
i
F負
q聞の自主じて隣告られ予互に躍る寸
l

l

1

1

1

1

1

1

1

1

-

-

一
ね
い
ミ
迫
撃
に
い
な
い
の
一
E
に
喜
容
ミ
っ
て
一
語
、
佐
久
盟
3
持
、
一
2
高
去
首
長
一
玉
、
支
え
さ
一
側
面
会
に
つ
ま
レ
て
は
喜
一
具
い
た
い
お
で
す
・
雪
崩
の
草
笛
で
あ
る
、
τ
E
で
す
が
、
割
合
の
、
川
惣
鵬
首
鎖
歯
科
盛
観
書
専
門
庖

一
説
封
切
綜
日
付
一
日
誌
詑
約
十
ャ
慌
源
問
削
静
雄
一
i
-
a
i
一
詩
情
署
員
五
R
一
持
続
提
示
側
諸
説
対
て
一
皆
川
録
制
悌
一
新
古
共
稜
々
取
揃

良一ので鐙れを"奈々
g要一号制舎は器侵害喜一閥、3、商襲、申

si--リリ
け
げ
川
川
リ
リ
一
襲
警
O
O

留
品
事
・
一
み
そ
g
一
一
手
.
一
倍
、
前
襲
新
日
本
目
鈴
出
療
法
呈

N
E
2
2
2
1
3
7
a
j
一

1
3
3一
お
別
料
配
骨
院
ニ
-
一
六
会
主
て
志
曾
諸
兄
一
十
六
舎
一
語
録
鈴
日
一
省
線
水
ゆ

d
i科大震

同
一
民
袋
詰
一
レ
詰
均
約
将
一
図
静
岡
懸
支
部
一
…
;
司
に
は
川
三
諮
問
ド
一
間
言
語
〈
昭
十
九
年
卒
岳
会
は
げ
一
波
木
井
書
居

間一の紙幣ドしい
Z
で
桂
月
比
務
付
一
耕
民
鮮
民
ト
一
明
正
舎
の
開
催
一
十
四
合
合
員
一
封
建
民
主
諮
問
暴
露
ら
一
盆
持
堅
選
第
七
回
日
試
一

z一訪日子ノ廷

慣
一
5
8
i
i
一
γ

は
-
i
、
岡
高
三
号
、
震
3
1
7
2
3
5
で
す
一
諸
君
一
吾
F
i
j
i
一
2
!
?
?
!
i
i
g
署
内
つ
v
g
一

!

一

室

七

-ta

閉
早
一
塁
示
る
と
ま
で
窓
な
い
が
一
室
F
g
i
p
-
m
z
i
i
一
2
g
j
六
十
g
一
±
月
=
一
、
問
、
室
-
i
r
a書
8
1
一
管
長
、
続
い
て
き
E
1
2
2
3
申
る
男
高
足
首
、
主
I
l
l
i
l
i
-
-
-
-
-

:
一
5
1
E
b
e
、
一
は
な
い
か
長
;
豆
諸
は
れ
き
-
5
レ
い
5
3
2
5
す
の
で
す
容
易
自
制
富
授
と
レ
2
2
5
一
日
記
示
、
常
、
g
τ
員
長
2
・
i
-
3
語
、
3
R
E
一
絶
讃
の
的
!
良
債
を
誇
る

昔
話
喜
一
語
刊
誌
い
あ
き
一
書
記
持
一
信
控
訴
一
凶
器
禁
制
一
議
経
一
一
刊
誌
時
立
幹
誤
認
訴
時
賢
一
三
陸
印
床
義
歯

け
一
憎
い
お
ば
-
i
i
i
i
L
一
り
は
る
民
自
信
望
涯
を
一
ぃ
子
一
2
5
、
3
1
H
+
奇
襲
合
同
し
た
一
1
1
2
5
T
2
2
5
認
を
す
再
構
賞
、
!
一
撃
?
の
州
制
与
え
て
l

歯
一
て
恋
人
8
5
あ
て
た
也
盟
Z
8
7
6
憲
一
伺
れ
揺
は
許
襲
窓
レ
手
一
品
福
留
申
レ
削
で
互
い
一
P
8
f
b
・
一
に
ぜ
れ
、
2
に
き
て
お
烹
な
ら
な
た
め
-h突

き

ま

、

局

窓

、

出

了

h

5

2
路
、
き
詔
2
2
果
て
る
と
も
E
い
鍵
レ
お
一
宮
一
器
密
接
・
務
自
性
ぷ
一
Z
3
g
Z
よ
合
一
襲
撃
再
々
木

E
一
事
会
の
属
候
て
除
聖
一
:
、
n
R
3
5だ
i
・

τ健
介
、
商
売
語
、

7
4ゐ
一
志
伝
送
調

宗
一
言
い
開
き
白
老
2
一
2
若
返
事
な
ぐ
れ
一
レ
い
訟
を
2
2
一
あ
つ
ま
5
5
2
8
一
層
梢
か
れ
る
餅
患
い
ま
す
・
一
っ
て
い
2
3
i
一
言
語
は
g
i
-
-
3
3
、
一

qg幹
事

言
、
一
E
g
g
-
-
ほ
と
高
室
2
3
2
一
i
a
聞
に
3
2
の
自
い
殻
レ
手
一
宮
大
阪
一
恐
々
と
て
は
r
g
野
の
一
へ
弱
震
と
お
か
れ
5
3
2
2
i
ち
府
案
、
1
1
、
一

i-エメ
ラ

4
5
5

主
語
始
め
て
麟
の
会
っ
た
燃
本
人
々
も
す
む
だ
」
め
き
を
き
て
説
、
宮
援
に
室
内

R
申
書
、
恩
恵
一
層
積
2
7
2
5
Z
3
1
5
一
語
、
謀
、
話
-
a
z
Z
H
5
・
申
?
R
g
;
一

l
以
上
是
非
御
使
川
?
?

吉
野
信
一
長
時
三
院
長
第
一
束
四
舎
一
更
生
舎
便
り
一
信
刊
誌
笹
川
れ
額
約
明
石
話
童
話
時
、
知
一
欧
露
誠
艇
-
長
野
喜

一
妥
レ
い
Z
S
一
g
a
、
筆
者
喫
一
戸
注
目
れ
る
者
あ
っ
た
4
3
5
一
留
に
弱
一
裕
轟
か
せ
5
2
2
日
一
の
京
8
5
3
マ
.
一
考
思
議
、

t
t一
{

R

g

!

?
二毎日韓
-
g
q
a
一
貧
て
き
m
皆
、
三
2
8
2
李
会
一
g
襲
撃
を
き
だ
一
E
g
g
-
2
5
2
2
E
g
g
s
E
i
i
一
男
、
問
書
、
奇
準
法
、
一

党

-
Z
宿
舎
で
繁
喜
多
一
妻
、
話
-
、
E
-
砲
事
一
m
畠
史
れ
、
遣
は
し
の
ハ
イ
ャ
。
一
語
準
々
費
量
哲
也
管
一
ろ
語
い
た
レ
手
。
費
2
一
す
・
苔
霊
亀
命
細
菌
-
5
5
、
噌
室
、
自
失
点

心

掛

一
3
5
5
g
均
一
握
、
罪
毒
自

-L一
表
示
が
、
買
ス
語
っ
て
一
と
、
2
5
手
一
容
5
3
s
i
一
昭
久
合
一
義
写
ヨ
'
g
，
に
附
か
す
護
似
申
請
さ
一
妻
、
安
、
妻
、
患
一

r
v
h

川町

一
足
R
、
5
2
2
一
持
、
袋
詰
、
興
走
、
E
z
・
-
g
z
向
つ
一
3
2
5
、
官
、
玄
一
年
長
患
で
T

・
g
-
晶
削
磁
石
合
憲
議
長
3
一
け
だ
硲
世
話
携
強
ま
一
食
滋
裏
噌
章
一
長
会
主
摘
、
議
題
皐
理
事
主

fJ
勾

u

討

す
認
書
留
レ
た
一
中
P
3
M
m
、
雲
母
一
号
費
用
嵐
は
い
H
2
外
の
講
一
向
の
=
打
開
高
義
者
六
十
一
s
a
寝
室
密
8
2
玄
質
に
は
続
々
締
m
g
一
ヤ
-
5
0
T
長
っ
て
語
建
一
間
山
富
芳
英
郎
元
毒
君
、
一

'13h
一
費
£
S
F
曹
、
g
玄
費
、
同
盟
鍾
守
籍
-
m
一
支
多
ム
突
き
で
揚
8
一
県
選
品
雪
面
重
量
会
一
線
充
審
議
8
2
一
じ
ま
7
6
3
.
英
語
器
一
票
、
3
2
理
E
づ
っ
一
鶴
湾
踊
寄
っ
2
5
一
面
有
開
校
奏
妥
協
、
工

!
?
易
に
な
り
4
5
合
夏
、
母
慰
霊
式
一
で
あ
る
・
審
理
署
=
E
一
点
盟
主
-
Z
に
苦
慮
し
た
一
と
き
宅
2
k
お
織
さ
一
言
俊
民
2
1
5
レ
5
そ
客
員
一
g
一
直
樹
、
賢
建
5
5

M

一M
M
W

信
設
一
結
語
山
三
諸
説
桃
山
鵠
夜
刊
誌
続
創
刊
一
川
必
需
1
1
i
E
一
長
時
一
下
一
七
星
舎
一
担
割
時
盟

年
一
応
円
寺
は
な
い
高
霊
前
記
一
容
を
刊
g
g
野
容
で
計
十
三
、
調
総
合
理
附
一
控
・
£
宗
主
を
更
す
、
一
期
記
事
で
き
か
ゑ
は
一
れ
る
を
ま
と
た
言
ま
レ
一
議
事
シ
ペ
り
ヤ
音
響
一
号
わ
れ
る
2
8
5
一
突
薦
問
、
縄
問
調
一

応

-
5
2
h
ら
れ
る
が
一
首
一
系
民
控
院
奇
襲
善

za、忠
良
憲
宇
一
例
主
震
え
の
患
を
つ
け
て
一
例
寸
前
総
会
と
い
2
5
と
で
は
雑
誌
の
喜
男
君
一
主
主
・
一
替
、
空
昆
員
会
長
き
一
考
控
訴
典
、
佐
凶
器
、
選
一

U

言震・訴訟懇話dg一辺
一人
雪
崩
帥
話
長
川
護
有
国
語
忠
告
誕
喜
一
議
員
S
2
6
に
一
±
骨
円
高
に
芸
者
穴
一
議
P

レ
て
ん
提
言
回
、
白
一
郎
自
主
主
主

hj}竃
レ
ミ
俗
芸
受
短
編
智
一
興
事
失
、
露
、
m
g
一

開
一
局
長
凶
レ
た
一
み
の
薦
選
自
主
、
例
奏
2
2
p
か
た
怖
に
付
一
戸
長
2
3
2
m
一
a
a
実
存
さ
れ
る
一
掘
り
雪
2
2
せ
ん
か
一
面
、
思
議
の
耐
に
つ
き
ま
レ
て
一
号
g
Eり
rz一-、E--、言、出磁一

四
一
審
察
言
き
っ
て
陶
一
;
E
の
建
妥
結
8
6
号
、
E
g
誌
は
な
っ
て
倒
的
表
示
7
2
で
あ
る
か
ら
討
の
Z
一
8
5思
想
-E
支
一
襲
警
白
昼
寝
ぞ
お
す
た
が
、
5
2
白
雲
一
議
、
鑓
需
要
、
き
一

一
E
実
考
古
レ
て
E
一
傾
向
葬
品
礎
部
型
E
5
3
2
一
毒
じ
手
、
記
事
馬
表
一
日
の
h
m
H
5
5
会
g
レ
一
挙
.
語
ら
れ
る
3
5
一
り
そ
2
に
毎
号
例
ん
雪
量
レ
号
、
君
主
3誌鉱
3
8
、
喜
一

一
な
択
さ
番
号
然
か
さ
一
る
g
る
為
法
認
で
今
色
買
っ
て
開
準
J
2
5
と
い
た
レ
実
T

一だい・民主いか、"にき-E要
g
m
E
い
一
と
レ
て
品
寒
総
会
誌
で
に
は
i
E
議
長
大
量
制
ま
一
妻
、
小
郷
第
一

届
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

‘，e 
?

J
 

• 

(!4) 

，1 

歯
務
教
育
園
.
鰭

蘭
牢
校
樹
科
教
育
に
!

トL
E
J
J

診
療
室
に
!

小
ぺ
J
¥
J
v
n
，

J

前
号
同
封
折
込
庇
品
目
の
ニ
幽
共
定
償

四
百
八
扮
闘
で
あ
り
ま
す

申
込
は
御
早
く

(
必
州
弐
約
門
》

1礎

教5
宿主 一

院

217じ2
図 I 九

i祉
‘ 


